
令 和7年 7月 25日 発 行名 古屋 成 田 山（ 1 ）

　

私
は
愛
知
県
犬
山
市
で
「
コ
コ
ト
モ
フ
ァ
ー

ム
」
と
い
う
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
専
門
店
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
特
徴
は
、
自
家
製
の
米
粉

１
０
０
％
で
作
っ
た
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
バ
ウ

ム
ク
ー
ヘ
ン
で
、
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
も
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
商
品
で
す
。

　

使
用
す
る
米
は
犬
山
で
育
て
た
愛
知
県
産
の

銘
柄
米
。
収
穫
後
は
低
温
保
存
し
、
必
要
な
時

に
精
米
・
製
粉
。
挽
き
た
て
の
「
生
米
粉
」
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
も
ち
も
ち
・
し
っ
と
り
と

し
た
食
感
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

法
人
を
設
立
し
た
の
は
２
０
１
９
年
９
月
。

現
在
で
は
愛
知
県
内
に
直
営
店
を
１
５
店
舗
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
私
は
店
舗
の
数
や
売
上
高
の
拡

大
だ
け
を
目
指
し
て
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
番
大
切
に
し
て
き
た
の
は
、
障
害
が
あ

る
人
た
ち
の
「
居
場
所
」
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

私
は
も
と
も
と
Ｉ
Ｔ
企
業
を
経
営
し
、
障
害
福

祉
施
設
向
け
の
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
提
供
し
て

き
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
開
発
を
す
る
中
で
、
自

ら
障
害
福
祉
事
業
所
の
運
営
に
も
乗
り
出
し
ま

し
た
が
、
そ
こ
で
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
障

害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
学
校
を
卒
業
し
、
施

設
を
巣
立
っ
た
後
の
「
次
の
居
場
所
」
が
極
端

に
少
な
い
こ
と
。
そ
し
て
、
就
労
先
が
本
人
の

特
性
や
希
望
と
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う

現
実
で
す
。

　

実
は
、私
自
身
に
も
発
達
障
害
が
あ
り
ま
す
。

若
い
頃
は
人
間
関
係
を
う
ま
く
築
け
ず
、
職
を

転
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
が
自
分
の

居
場
所
を
見
つ
け
た
の
は
、
た
ま
た
ま
勤
め
た

パ
ソ
コ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
経
験
で
し
た
。
そ
の

こ
と
が
、
現
在
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

農
業
の
世
界
で
は
今
、
高
齢
化
に
よ
る
労
働

力
不
足
が
深
刻
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
農
業
と

福
祉
を
つ
な
ぐ
「
農
福
連
携
」
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
農
業
（
１
次
）・
製
造
業
（
２
次
）・
販

売
（
３
次
）
を
組
み
合
わ
せ
た
６
次
産
業
化
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
、
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に

は
約
２
４
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
約
４
０
人
が
障
害
の
あ
る
方
々
で
す
。
彼

ら
は
、
農
作
業
や
製
造
、
店
舗
で
の
接
客
な
ど
、

希
望
と
特
性
に
応
じ
て
様
々
な
業
務
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
私
た
ち
の
取
り
組
み

は
「
ノ
ウ
フ
ク
・
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
４
」（
農

林
水
産
省
主
催
）
に
て
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
ま
だ
道
半
ば
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
「
こ
こ
に

い
て
い
い
」
と
思
え
る
居
場
所
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。齋

藤

秀

一
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一
同
が
廻
し
姿
で
本
堂
前
に
参
集

し
、
必
勝
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
七
月
七
日
に
は
出
羽
の
海

部
屋
が
出
稽
古
に
来
山
さ
れ
ま
し

た
【
写
真
一
面
】。

　

令
和
七
年
度
東
海
三
十
六
不
動

尊
霊
場
会
総
会
が
六
月
二
十
七

日
、
同
霊
場
第
一
番
札
所
の
当
山

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
を
務
め
る
小
豆
畑
主
監
の

挨
拶
の
後
、各
札
所
の
近
況
報
告
、

昨
年
度
会
計
報
告
、
今
後
の
事
業

計
画
、
中
で
も
御
朱
印
・
納
経
料

等
の
改
定
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

七
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

交
通
安
全
特
別
ご
祈
祷
が
厳
修
さ

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
山
で
は
年
四
回
の
「
交
通
安

全
週
間
」
の
主
旨
に
賛
同
し
、
こ

の
期
間
中
に
交
通
安
全
ご
祈
祷
を

受
け
ら
れ
た
方
に
「
交
通
安
全
之

証
」
を
授
与
し
て
、
よ
り
一
層
の

交
通
安
全
の
ご
加
護
を
得
ら
れ
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

　

六
月
二
十
九
日
午
前
十
時
よ

り
、
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル
に

て
「
第
70
回
成
田
山
学
童
写
生
大

会
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

小
豆
畑
主
監
の
挨
拶
、
審
査
員

長
瀬
喜
久
男
先
生
の
講
評
の
後
、

成
田
山
明
王
賞
を
受
賞
さ
れ
た
木

内
陽
菜
さ
ん
【
写
真
】
は
じ
め
入

賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
入
賞
、
入
選
の
作
品

は
二
十
九
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で

本
堂
渡
り
廊
下
に
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
相
撲
名
古
屋
場
所
を
直
前
に

控
え
た
七
月
十
二
日
、
当
山
に
宿

舎
を
構
え
る
時
津
風
部
屋
の
力
士

お
護
摩

ご
祈

祷

　
　
ご
祈
祷
料

一
金
　
三
千
五
百
円
以
上

一
金
　
　
　
五
千
円
以
上

一
金
　
　
　
一
万
円
以
上

一
金
　
　
　
二
万
円
以
上

一
金
　
　
　
三
万
円
以
上

午
前
七
時

　
　

九
時

　
　

十
一
時

午
後
一
時

　
　

三
時

ご
祈
祷
厳
修
時
刻

家
内
安
全
・
商
売
繁
昌
・
各
種
ご
祈
願

大
相
撲
名
古
屋
場
所

時
津
風
部
屋

　
必
勝
祈
願

総
会
開
催

東
海
三
十
六
不
動
尊
霊
場
会

交
通
安
全
週
間
特
別
ご
祈
祷

盂
蘭
盆
会
法
要

献  

灯  

会

◆
日　

時　

八
月
十
三
日
～
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　

閉
堂
は
五
時
半
と
な
り
ま
す
。

◆
献
灯
料　

三
千
円
以
上

◆
笹
塔
婆　

二
千
円
以
上

　 ご 先 祖 さ ま の  
年 に 一 度 の 里 帰 り

　

会
社
、
事
業
所
、
工
場
等
の
職

域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・

業
績
向
上
を
祈
願
す
る
『
全
国
安

全
週
間
特
別
祈
願
会
』
が
七
月
一

日
か
ら
十
五
日
ま
で
厳
修
さ
れ
、

多
く
の
会
社
、
事
業
所
が
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祈
願
会
は
、
厚
生
労
働
省

と
中
央
労
働
災
害
防
止
協
力
会
が

主
唱
す
る
『
全
国
安
全
週
間
』
に

合
わ
せ
て
毎
年
厳
修
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

全
国
安
全
週
間
特
別
祈
願
会
厳
修

交通安全之証

第 70 回

学
童
写
生
大
会

　

表
彰
式
開
催

盂
蘭
盆
会
法
要
は
ど
な
た
さ
ま
も
お
参
り
、
ご
焼
香
い
た

だ
け
ま
す
。
供
養
塔
婆
、
献
灯
、
お
供
物
等
の
お
申
し
込

み
は
大
師
堂
、
総
受
付
に
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
日　
　

時　

八
月
十
五
日　

午
後
二
時
よ
り

◆
供
養
塔
婆　

笹
塔
婆
（
48
㎝
）
二
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

五
尺
塔
婆
（
150
㎝
）
三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

六
尺
塔
婆
（
180
㎝
）
五
千
円
以
上
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「願かけ風鈴」を奉安し、夏風にのせてお不動さまに
皆様の願いを届けます。

◆短冊奉納料千円以上　◆限定風鈴御朱印八百円以上

６月 30 日は今年の後半期に入る晦日であり「夏越」
と称されます。後半期の始まりにあたり、お不動さま
に所願成就をお祈り下さい。

◆期間中ご祈祷を受けられた方には、来年１月に
　使用できるご優待券を謹呈いたします。

　

信
徒
総
代　
　

安　

藤　

隆　

司

　

同　
　
　
　
　

田　

口　

義　

隆

　

同　
　
　
　
　

水　

野　

明　

久

　

同　
　
　
　
　

社　

本　

宮　

明

　

同　
　
　
　
　

豊　

島　

半　

七

　

同　
　
　
　
　

髙　

﨑　

裕　

樹

　

同　
　
　
　
　

牛　

込　
　

進

　

同　
　
　
　
　

安　

井　

香　

一

　

総　
　

代　
　

川　

上　

新
一
郎

　

同　
　
　
　
　

武　

藤　

容　

治

　

同　
　
　
　
　

松　

澤　

弘　

之

　

会　
　

長　
　

安　

藤　

隆　

司

　

副
会
長　
　

社　

本　

宮　

明

　

同　
　
　
　
　

髙　

﨑　

裕　

樹

　

主　
　

監　
　

小
豆
畑　

照　

観

　

法
教
部
長　
　

大　

籔　

照　

心

　

庶
務
部
長　
　

岡　

﨑　

政　

宏

　
総
合
企
画
部
長　
　

中　

村　

照　

紳

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
貞
照
寺

成
田
山
索
の
会

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
講
社
東
海
地
方
本
部

暑中お見舞い申し上げます
令 和 7 年 　 盛 夏

日
本
生
花
司

松
月
堂
古
流

尾
張
支
部

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

社
中

生
風
会

表
千
家
吉
田
生
風
庵

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

吉
田
生
風
庵

表
千
家

成
田
山
書
道
会

日
江
井
芝
香

講
師

令
和
七
年
盛
夏

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

貫　

首　
　

岸　

田　

照　

泰

寺
務
長　
　

田　

中　

照　

広
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第
三
十
九
回
索
の
会
臨
時
総
会

は
、
去
る
六
月
二
十
二
日
（
日
）

に
成
田
山
信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
開
会
の
辞
に
続
き
、

こ
の
日
ご
来
場
の
会
員
で
本
尊
不

動
明
王
に
合
掌
礼
拝
、
会
員
物
故

者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
索
の
会

の
モ
ッ
ト
ー
を
唱
和
い
た
し
ま
し

た
。
次
に
、
安
藤
隆
司
会
長
（
名

古
屋
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）

か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、
成
田
山
よ

り
、
小
豆
畑
主
監
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
来

賓
の
参
議
院
議
員
藤
川
政
人
様
よ

り
、
温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
索
の
会
に
対
し
功
績

の
あ
っ
た
会
員
に
階
位
表
彰
が
行

わ
れ
、
四
摂
席
に
安
藤
氏
、
布
施

席
に
高
崎
氏
が
表
彰
さ
れ
、
愛
語

席
の
五
名
と
利
行
席
の
六
名
が
表

彰
さ
れ
、
各
代
表
者
に
小
豆
畑
主

監
よ
り
階
位
証
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
奥
村
崇
岐
氏

（
名
古
屋
鉄
道
㈱
鉄
道
事
業
本

部
営
業
部
長
）
が
議
長
に
選

出
さ
れ
、
本
総
会
の
議
事
に

移
り
ま
し
た
。
事
務
局
を
代

表
し
て
、
岩
間
信
徒
部
長
よ

り
令
和
五
年
度
か
ら
令
和
六

年
度
ま
で
の
経
過
及
び
報
告
、

難
病
者
激
励
募
金
報
告
、
会

員
の
現
況
及
び
比
較
、
収
支

決
算
報
告
を
し
、
古
橋
幸
長

監
事
（
名
古
屋
鉄
道
㈱
常
務

執
行
役
員
）
よ
り
監
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
よ

り
、
令
和
七
年
度
の
実
践
計
画
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
索
の
会
規

約
改
正
案
で
は
、
総
会
開
催
を
毎

年
一
回
開
催
、
成
田
山
よ
り
小
豆

畑
主
監
か
ら
成
田
山
名
古
屋
別
院

開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業
奉
賛

の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

※
総
会
終
了
後
は
、
会
の
発
展
・

会
員
の
安
全
を
ご
祈
念
す
る
べ
く

大
護
摩
供
に
揃
っ
て
参
拝
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

　

索
の
会
を
代
表
し
て
本
部
役
員

七
名
が
六
月
二
十
二
日
、
成
田
山

名
古
屋
別
院
開
創
七
十
五
周
年
記

念
事
業
奉
賛
金
と
し
て
一
千
万
円

を
同
別
院
に
贈
呈
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
行
わ
れ
た
索
の
会
総
会
終

了
後
、
成
田
山
信
徒
会
館
菊
の
間

に
於
い
て
、
安
藤
隆
司
会
長
よ

り
「
七
十
五
周
年
記
念
事
業
に
お

役
立
て
下
さ
い
」
と
小
豆
畑
主
監

へ
奉
賛
金
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。

※
索
の
会
員
の
皆
様
に
は
何
か
と

ご
信
援
を
賜
り
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局
記

【
四
摂
席
】　

安　

藤　
　

隆　

司

【
布
施
席
】　

髙　

﨑　
　

裕　

樹

【
愛
語
席
】 

（
丹
羽
支
部
）　

長
谷
川　

房　

子

　
　
　
　
　
　

和　

田　

佳　

活

　
　
　
　
　
　

長
谷
川　
　

実

　
　
　
　
　
　

酒　

井　

正　

宗

（
白
帝
支
部
）　

倉　

知　

勝　

治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
５
名

【
利
行
席
】

（
丹
羽
支
部
）　

酒　

井　

利　

雄

（
岩
倉
支
部
）　　

森　
　

幸　

蔵

（
犬
山
一
心
支
部
）　

吉
野
八
江
子

（
岐
北
月
参
講
支
部
）　

鈴
木　

伸
典

（
丸
山
成
田
山
講
支
部
）　

橋
本　

利
光

（
白
帝
支
部
）　

津　

田　

秋　

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
６
名

成
田
山
索
の
会
よ
り

　
奉
賛
金
の
贈
呈

階
位
表
彰
者
芳
名

成
田
山
索
の
会
臨
時
総
会
開
催

第
三
十
九
回

定員に達し次第、申込みを締め切らせて頂きます。ご了解お願い申し上げます。
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貞
照
寺
で
は
毎
月
第
四
日
曜
に

写
経
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
六
月

二
十
二
日
の
写
経
会
に
は
特
別
に

津
島
市
観
音
寺
副
住
職
長
谷
川
優

師
を
お
招
き
し
、
参
加
者
に
向
け

た
法
話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

ペ
イ
ン
ト
ラ
イ
ブ
法
話
と
題
さ

れ
、
画
僧
で
あ
る
長
谷
川
師
が
即

興
で
観
世
音
菩
薩
、
不
動
明
王
尊

二
幅
を
描
写
。
そ
の
圧
巻
の
筆
さ

ば
き
に
、
一
同
大
興
奮
の
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、「
平
和
の
鐘
を
な

ら
そ
う
」
と
の
催
し
を
、
ユ
ネ
ス

コ
各
務
原
協
会
と
共
催
い
た
し
ま

し
た
。
先
の
大
戦
に
て
特
に
空
襲

の
激
し
か
っ
た
午
前
九
時
半
の
時

刻
に
合
わ
せ
、
参
拝
者
の
皆
様
は

本
堂
回
廊
北
側
に
吊
ら
れ
た
半
鐘

を
、
祈
り
を
こ
め
て
打
ち
鳴
ら
し

ま
し
た
。

◆
大
ロ
ー
ソ
ク

奈
良
県　
　

藤　

本　
　

絵
里
香

岐
阜
市　
　

伊　

藤　
　

光　

里

◆
の
ぼ
り

岐
阜
市　
　

伊　

藤　
　

光　

里

各
務
原
市　

オ
ペ
ラ
貞
奴
金
光
順
子

　

〃　
　
　

森　

安　
　

ひ
と
み

◆
お
供
え

各
務
原
市　

槫　

谷　
　

照　

生

　

〃　
　
　

渡　

辺　
　

貞　

子

各
務
原
市　

オ
ペ
ラ
貞
奴
金
光
順
子

岐
阜
市　
　

安　

田　
　

薫　

子

　

〃　
　
　

山　

田　
　

き
よ
子

犬
山
市　
　

中　

山　
　

佳　

子

　

〃　
　
　

堀　

尾　
　

宮　

子

◆
灯
明
料

各
務
原
市　

浅　

野　
　

加
寸
美

◆
銅
板

各
務
原
市　

柏　

木　
　

桂　

子

羽
島
市　
　

オ
ペ
ラ
貞
奴
藤
田
敦
子

　
　
　
　
　

古　

川　
　

守　

之

貞
照
寺
だ
よ
り

八
月
十
五
日

　

午
前
十
時
よ
り

成
田
山
貞
照
寺

盂
蘭
盆
会
法
要

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

３
月
、
４
月

貞
奴
マ
ル
シ
ェ

10
月
25
日
（
土
）
開
催

令
和
十
年
成
田
山
開
基
一
〇
九
〇
年
祭
慶
讃

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業

発

願

趣

意

書

　

ご
信
徒
の
皆
様
に
は
、
ご
本
尊
不
動
明
王
の
ご
加
護
の
も
と
、
益
々
ご
繁
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
山
は
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
、
東
海
一
円
の
ご
信
徒
熱
望
の
も
と
、
景
勝
の

地
犬
山
に
ご
本
尊
不
動
明
王
を
勧
請
申
し
上
げ
、
不
動
尊
信
仰
の
一
大
道
場
と
し
て
開
創

さ
れ
ま
し
た
。
来
る
令
和
十
年
十
一
月
に
は
、
開
創
七
十
五
年
の
節
目
を
迎
え
得
ま
す
こ

と
に
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
当
山
で
は
、
来
る
令
和
十
年
四
月
、
本
山
新
勝
寺
に
於
け
る
成
田
山
開

基
一
〇
九
〇
年
祭
大
開
帳
奉
修
の
勝
縁
と
、
当
山
開
創
七
十
五
周
年
の
勝
縁
を
二
大
勝
縁

と
し
て
、
こ
こ
に
「
開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業
」
を
左
記
の
如
く
発
願
致
し
ま
し
た
。

　

就
き
ま
し
て
は
、
こ
の
浄
業
達
成
の
た
め
、
絶
大
な
る
ご
協
賛
ご
志
納
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

令
和
七
年
五
月
吉
日

記
念
事
業
概
要

一
、
本
堂
耐
震
化
及
び
本
堂
内
荘
厳
大
改
修

一
、
不
動
明
王
像

・
二
大
童
子
像
及
び
四
大
明
王
像
修
復

一
、
信
徒
会
館
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事

一
、
山
容
整
備
事
業

　
　

１
．
稲
荷
堂
遷
座
改
修

　
　

２
．
憩
い
の
場
改
修
工
事

　
　

３
．
明
王
門
奉
納
大
提
灯
設
置

（
索
の
会
）

特
別
法
話
と
平
和
の
鐘

写
経
会
を
開
催

◆
現
在
、
開
創
七
十
五
周
年
に
向
け
た
記
念
事
業
の
工
事
を
境
内
各
所
に
て

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
工
事
中
は
ご
信
徒
皆
様
に
何
か
と
ご
不
便
ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

多
治
見
市　

早　

川　
　

友　

治

揖
斐
郡　
　

岩　

崎　
　

光
企
丈

各
務
原
市　

松　

田　
　
　
　

聰

　

〃　
　
　

松　

田　
　

良　

子

各
務
原
市　

松　

田　
　

篤　

尚

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

　

〃　
　
　

鹿　

嶌　
　

菜
々
子

知
多
市　
　

磯　

村　
　

め
ぐ
み

犬
山
市　
　

成
田
山　

索
の
会

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

　

〃　
　
　

イ
ン
サ
イ
ド

　
　
　
　
　

ト
ラ
ベ
ル
グ
ル
ー
プ

　

〃　
　
　

篠　

田　
　

正　

樹

　

〃　
　
　

西　

川　
　

真　

弓

　

〃　
　
　

西　

川　
　

直　

美

　

〃　
　
　

㈱
東
海
工
作
所

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　

〃　
　
　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

貴
大

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

尾
張
旭
市　

名　

和　
　

英　

高

　

〃　
　
　

名　

和　
　

久　

子

瑞
浪
市　
　

㈱
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田　

和
彦

岐
阜
市　
　

正　

村　
　

文　

昭

　

〃　
　
　

正　

村　
　

仁　

美

鈴
鹿
市　
　

㈱
中
勢
レ
ッ
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

崇
文

名
古
屋
市　

津　

谷　
　

誠　

司

　

〃　
　
　

肥　

田　
　

守　

朗

春
日
井
市　

吉　

田　
　

英　

人

半
田
市　
　

豊　

里　
　

美　

由

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　

当
山
信
徒
部
長
岩
間
信
夫
氏
が

七
月
三
日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
七
月
六
日
、
カ
ー
サ
シ

オ
ン
小
牧
に
て
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

喪
主
は
岩
間
登
代
子
さ
ん
。

　

成
田
山
索
の
会
御
嵩
支
部
支
部

長
古
田
雅
彦
氏
が
七
月
五
日
、
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式
は
七
月

八
日
、
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
み
た

け
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

喪
主
は
古
田
千
尋
さ
ん
。

　

今
月
教
苑
は
、「
コ
コ
ト
モ

フ
ァ
ー
ム
」
の
齋
藤
様
に
ご
寄
稿

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
宝
犬
山
城
に
真
っ
直
ぐ
伸
び

る
本
町
通
り
沿
い
の
店
舗
は
い
つ

も
賑
わ
い
を
見
せ
、
ま
た
名
物
バ

ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
は
犬
山
市
の
人
気

お
土
産
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
一
本
の
串
に
刺
さ
っ
た

『
縁
バ
ウ
ム
』
は
好
評
の
よ
う
で
、

多
く
の
観
光
客
が
食
べ
歩
き
を
さ

れ
な
が
ら
通
り
を
散
策
さ
れ
る
お

姿
を
良
く
お
見
掛
け
し
ま
す
。

　
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
居

場
所
を
創
る
」の
齋
藤
様
の
思
い
、

御
社
の
理
念
が
詰
ま
っ
た
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン
、
犬
山
市
へ
お
立
ち
寄

り
の
際
に
は
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　

槫
谷
記

高
一
　
　
髙
木
　
咲
良
　

小
六
　
　
千
田
　
結
花

中
二
　
　
天
野
　
紗
伎
奈

【
評
】
て
い
ね
い
に
す
っ
き
り
書
け

ま
し
た
。

【
評
】
や
さ
し
い
筆
づ
か
い
で
き
れ

い
に
書
け
ま
し
た
。

【
評
】
ど
う
ど
う
た
る
筆
づ
か
い

で
見
事
で
す
。

編
集
室
よ
り

六
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

六
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

８月の成田山行事

◆ご詠歌講習会　9 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆献灯会　13 日～ 16 日
　　　　　　　　於　大師堂
◆盂蘭盆会法要 15 日  
　　　　午後２時　大師堂
◆写経会　28 日　信徒会館

◆願かけ風鈴まつり 8/31 まで開催
◆夏越の大祈願　8/31 まで開催

六
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

六　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

お不動さまの御
ご

縁
えん に ち

日
　　毎月 1日、15日、28日

氏

ご
詠
歌
講
習
会

◆
日
時
　
八
月
九
日

　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

◆
場
所
　
信
徒
会
館
三
階

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

　

お
名
前
と
お
願
い
事
を
浄
書
さ

れ
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
護
摩
祈

祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
て
、
お
願

い
事
が
成
就
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。
初
穂
料
三
百
円

以
上
、
五
百
円
以
上
（大）
。

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

お
く
や
み

岩
間
信
夫
氏

古
田
雅
彦

成
田
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

行
事
等
の
最
新
情
報
は
、

こ
ち
ら
で
ご
確
認
下
さ
い
。


